














Ⅲ１０（６）（７） 

遺族調査を実施し、伝達の事務処理を進めてきたが、昭和 60年7月に事務の概了方針が出され、

昭和63年度末をもって事務は概了された。 

     今後は積極的な調査は行わず、関係者からの申し出を待って処理を行うこととされた。 

なお、賞賜物件は賞勲局→厚生労働省→県の順に交付され、県から市町村を通じて各遺族に伝

達されている。 

  （ウ）範  囲 

     昭和12年7月7日から昭和20年9月1日までの今次戦争における戦没軍人、軍属及びこれに

準ずる者、またはこれに関連して昭和 27年4月27日までに死没した者。 

    但し、昭和15年 4月29日以前の死没者で、死没に際し叙位叙勲された者は除かれることにな

っている。 

  （エ）事務処理状況 

                                    平成 28年3月末現在 

区   分 対 象 者 発令済数 （ ）は位記の内数 

内 報 済 者 13,868 13,666     （575） 

上 申 未 了 者 14,115 13,432     （309） 

合   計 27,983 27,098     （884） 

 

  イ 戦没者追悼式 

（ア）全国戦没者追悼式 

   政府が主催し、昭和 38年から毎年 8月 15日に日本武道館において実施されており、平成 27

年度は本県から84名の遺族代表が参列した。 

（イ）高知県戦没者追悼式 

     本県主催の追悼式も全国戦没者追悼式の趣旨に応じて昭和 38 年から毎年実施しており、平成

27年度は11月1日に県民文化ホールで遺族代表約 700名を招待して実施した. 

  （ウ）各市町村及び関係団体が主催する慰霊祭には、知事等が参列して弔意を表している。 

 

（７）定期未伝達位記並びに定例未伝達勲記勲章 

  ア 閣議了解  昭和45年10月16日（定例未伝達勲章） 

    閣議了解  昭和47年 8 月22日（定期未伝達位記） 

イ 概要 

     勲記勲章は叙勲内則に基づき昭和15年5月から昭和21年4月30日までの間に定例叙勲の発令

のあった判任官以上の軍人軍属、位記は位階令及び叙位進階内則により昭和 19年 1月以降昭和

21年 4月 30日までの間に発令された軍人、軍属のうち諸般の事情から賞賜物件の伝達が行われ

なかった者に対し、未交付物件の交付に関する事務処理を行ってきたが、昭和 60年 7月に事務

の概了方針がだされ昭和63年度末をもって事務を概了した。 



Ⅲ１０（６）（７） 

     今後は積極的な調査は行わず、関係者からの申し出を待って処理を行うこととなった。 

     なお、賞賜物件の各決定又は遺族への伝達は、賞勲局→厚生労働省→県→市町村長の順序で行

われている。 

 

   事務処理状況 

                                    平成 28年3月末現在 

区    分 対 象 者 決定者数 

定 期 未 伝 達 位 記 2,465 2,453 

定 例 未 伝 達 勲 記 勲 章 5,070 5,064 

 

 

 


